
219 

" ，・-

A 事与
… 会員のぺージ
一
γ F 圃圃園

真山茂樹 :珪藻で、水質環境を知るインタ ーネッ ト教材

今日，学校教育現場では，コンピュータや情報

ネットワークを利用する教育活動が盛んになって

きた。2002年度から実施される(高校では 2003

年度から)文部科学省学習指導要領でも ITの積

極的活用が福われており ，多様なコンテンツ開発

が望まれている。今回，中学および高校の理科，

生物あるいは総合的な学習の|時間jで利用できる，

珪藻の顕微鏡写真を用いて水質評価を体験する教

材をホームページ上に作成したので紹介する。

本教材のもととなったものは， J二山・小林

( 1986)による珪藻を用いて水質を判定するドライ

ラボである。生物と環境との関わり合いを授業時

間内で知ることのできる教材は少なく，彼らの開

発した教材の簡易版は，一部の高校生物の教科書

に掲載された。彼らの教材では，顕微鏡で見た珪

藻のプレパラー 卜を紙面上に再現することによ

り，通常身近ではないミクロの世界をマクロ感覚

で扱うことができる。しかし，紙面に印刷された

珪藻写真は繰り返し使用により劣化する。また，

当然のことであるがオ リジナルの教材は印刷部数

しか存在しないため，使用できる人の数が限定さ

れる，さ らにそれをコピーしたものでは匝|質が落

ちるという難点があった。今回作成した教材で

は，写真を含む全てをデジタル化することで，こ

れらの問題の克服を図った。

本教材ではホームページの言語である HTMし

のフレーム機能を用いることにより，ディスプレ

イ上にモデルプレパラート，デジタル図銑，珪藻

の学名の3つのウイン ドウを同H寺に提示した (図

1 ) 。 モテツレプレ J~ラートは 31女あり ， それぞれに

は強く汚濁した河川，中程度に汚濁した河川，ほ

とんど汚濁していない河川から採集した珪藻群集

の殻の顕微鏡写真が表されている。モデルプレパ

ラー ト 中 に表示した珪藻の個体数は 37 ~ 4 1 とし

た。モニター右側には図鑑を配し 36種類の珪謀

殺の写真を載せた。この図鑑は縦長で，画而1をス

クロールすることにより，すべての租類が一党で、

きるようになっている。図鑑のそれぞれの写真に

は，対応する学名を書いたファイルへリンクされ

ており， 写真をクリックすることで，モデルプレ

パラート下のウインドウに学名がカタカナとラテ

ン語で表示される仕組みになっている。また，こ

の学名の後には，その珪藻の汚濁に対する性質

を，汚濁階級指数 1 ~ 4 の数値で表示するととも

に，珪藻の学名を覚えなくとも作業ができるよ

う，図鑑の写真と対応する学名に同じ番号が付け

られている。実際，この教材を使用した学習者

は，カタカナで苦かれた珪藻の学名より，番号を

用いて作業をする場合が圧倒的に多かった。

本教材では，識別珪i抑制去(Kobayasi& Mayama 
1989， Mayama 1999)により水質評価を試みる。こ

のため，モデルプレパラート上の珪藻個体の同定

と計数作業のための集計表を別ページに用意し，

これにリンクした。学習者はこの集計表をプリン

トして使うこと になる。識別珪藻群法の原理につ

いては別ページに解説し，そこへもリンクした。

この教材をJ:I:lいて中学生 15人，高校生25人，

大学生 15人およ び中高教員 8人について水質評

価の作業体験をしてもらったと ころ， 1時間以内

に全員がモデルプレパラート2枚分の作業を終了

できた。また，開始 111寺間後では，多くの学習者

は3枚目のプレパラートの作業lわであったが，中

には3枚すべてをやり終えた者もいた。また， 学
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年と作業速度の聞に目立つた相関は見られなかっ

たが，教員では明らかにコンピュータが不得手と

みられる人もおり，そのような場合は生徒よりは

るかに作業時間を必要としていた。

l人に l台のコンピュータにより作業させた

が，私語も少なく，熱中して作業に取り組む姿が

見られた。作業の結果， 9割以上の被験者が正し

い汚濁指数を導くことができた。誤答の主な原因

は計算間違いであった。

今日，ホームページを用いた理科の学習教材

は，かなりの数に増えてきているが，それらの中

には単なる知識や情報の提供で終わっているもの

が少なくない。本教材はモデルプレパラートと図

鑑という情報をもとに，体験作業をおこなう点で

特色があり，かなりの効果を上げられると考えら

れる。

従来，理科および生物の教育における藻類教

材の導入は容易ではなかった。これは，藻類が水

中に生育すること，さらに微小藻ではよくメンテ

ナンスされた顕微鏡と，それを使いこなすある程

度の能力が要求されることが主な要因であると考

えられる。しかしコンピュータは，それが仮想的

であるにせよ，水辺をそして水中を教室内に持ち

込むことができる。また，ミクロの世界をマクロ

のサイズで提供できる。微小藻の形態の美しさや

珪藻の殻の模様の精密さには誰もが驚嘆する。こ

の事実を大切にしたい。なぜ、なら，この感動や驚

きこそが学習者に確固たる学習の動機付けを引き

起こす原動力になるからなのだ。ただ，残念なこ

とに，学校教育において藻類は扱われる機会が少

なく，教科書に載っている藻類の数も教科書改訂

の度に減少している(片山 1992)。しかし，藻類

は生物学的にも，水産学的にも重要なので，学校

教育から外される生物ではなく，むしろ未知の可

能性を秘めた教材生物と言えるのではないだ、ろう

か。先にも述べたが，現在学校現場は ITの導入

と活用が積極的に進められている。未来を創る子

ども達に，インターネットを用いて藻類のすばら

しさを伝えることは一考に値するであろう。

この教材lはまhtt申p://ρ'/wwwル g伊akugei.aおcι.伊/か-may抑ama// 

f向Uf'問'eaiν/mod必el]，町'/mo吋dた制el.h加ltmで公開してしい、る。
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